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V320b ISS搭載ガンマ線バーストの硬X線偏光観測計画 LEAPの現状
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宇宙最大の爆発現象であるガンマ線バーストは、即時放射の継続時間によって大きく 2種類に分類される。そ
のうちの 1つであるロングバーストは数秒より長い継続時間を持ち、遠方にある大質量星の重力崩壊崩壊に伴っ
て放出されるジェットを正面から見ていると考えられている。ガンマ線バーストの即時放射の発生機構は長年議
論が続いており、決着をつけるためには硬X線の偏光度計測が強力な手段となる。放射シナリオによって期待さ
れる硬X線偏光度の分布が異なるため、多数のガンマ線バーストに対して偏光度の測定やモデルを制限する上限
値を与えることが必要となる。我々はガンマ線バーストの硬 X線偏光を国際宇宙ステーション（ISS）に搭載す
ることを目指した LargE Area Polarimeter（LEAP）計画を進めている。検出器はプラスチックシンチレータと
無機シンチレータの 2次元アレイで構成されており、偏光方向に対するコンプトン散乱の異方性を利用して偏光
度を計測する。衛星よりも重量と電力の制約が少ない ISSを利用することにより、大面積の偏光計を搭載するこ
とができる。2年間のミッション期間の間に数 10例の有為な偏光度計測（放射モデル依存）が期待され、これま
でにない統計で放射シナリオを識別することができる。本講演ではプロジェクトの進捗状況について報告する。


